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１．認証機関への要求事項

2

◆JIS Z 2305:2013 2013年秋季講演大会 ＊

（ISO 9712:2012 MOD規格による運用）
「非破壊試験技術者の資格及び認証」
・非破壊試験に従事する技術者の資格及び認証に対する
要求事項を規定

・引用規格JIS Q 17024

※ISO 9712:2012の箇条14に記載されている
「EN 473:2008,ISO 9712:2005及びこの規格における移行」については、

JIS Z 2305：2013より削除したためISO 9712:2012 MOD（修正）となっ
ていますが、技術的な差異はありません。

＊項目右横の緑文字は公表時期を示します
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◆JIS Q 17024:2012 2013年秋季講演大会

（ISO/IEC 17024:2012 IDT規格による運用）
「適合性評価－要員の認証を実施する機関に対する

一般要求事項」
・要員の認証を提供する機関に対する一般要求事項を規定
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２．JIS Z 2305:2013の運用開始時期

◆新規試験 2013年秋季講演大会、ＨPお知らせ2014年6月24日

2015年秋期試験～

※現行制度による試験は、2015年春期試験をもって終了
※2015年秋期試験では、現行制度による試験の再試験は実施しない

◆再認証試験 ＨPお知らせ2014年6月24日

2017年春期試験～
※現行制度による試験は、2016年秋期試験をもって終了

・2017年3月31日有効期限までの資格者は、現行JISによる再認証試験（筆記）

・2017年9月30日有効期限以降の資格者は、改正JISによる再認証試験
⇒レベル1･2は実技試験、レベル3は筆記試験

     年期 

認証制度 

2015 年 2016 年 2017 年 

春期 秋期 春期 秋期 春期 

現行 JIS
新規 2015年春期まで     

再認証    2016年秋期まで  

改正 JIS
新規  2015 年秋期から    

再認証     2017 年春期から 
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◆新規認証登録 ＨＰお知らせ2014年6月24日

2015年秋期試験以降の合格者
※2016年4月1日以降に発効の資格証明書は、改正制度による審査
※2015年10月1日発効までの資格証明書は、現行制度による審査

◆更新登録 ＨＰお知らせ2014年6月24日

2016年4月1日～発効の資格証明書
※資格継続調査は、改正制度による書類審査（2015年11月頃実施分）

◆再認証登録 ＨＰお知らせ2014年6月24日

2016年4月1日～発効の資格証明書
※資格継続調査は、改正制度による書類審査（2015年11月頃実施分）
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認証制度への切替え期間中は、年版の異なる次の資格証明書
について相互に読み替えることができるものと致します。

ＨＰお知らせ2014年6月24日

・「JIS Z 2305:2001」認証資格

・「JIS Z 2305:2013」認証資格

詳細につきましては協会ＨＰに掲載

JIS Z 2305:2013に基づく認証制度のお知らせ（第３報）
↓

JIS Z 2305:2001からJIS Z 2305:2013への
認証制度改正に伴う切替え期間中の措置について [PDF]
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2013年秋季講演大会

・JIS Z 2305:2001
マルチセクター（材料・溶接・構造物）

・JIS Z 2305:2013
供用前・供用期間中試験（製造を含む）

ＮＤＴ方法の変更点
（１）MT, MY, ME, MC （磁粉→磁気）
（２）ＥＴ （渦流→渦電流）
（３）ＳＭ （ひずみ測定）→ＳＴ （ひずみゲージ試験）

３．JIS Z 2305:2013の工業分野
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４．JIS Z 2305:2013による試験の種類

・新規試験 NEW（但し 現行制度と同じ）

資格を取得していない者が受ける最初の試験で一次試験（筆記）と二次試
験（実技）があり、二次試験は一次試験合格者のみ受験する機会が与えら
れる。

・新規再試験 NEW

一次試験、又は二次試験において最初のその試験に不合格となった者は、
次回及び次々回に行われるその試験を再試験として受験する機会 が（2回）
与えられる。

2013年春期 不合格 2014年秋期 合格 2014年秋期 不合格 2015年春期

一次新規試験 一次再試験 二次試験 二次再試験

2015年秋期 不合格 2016年春期 不合格 2016年秋期 合格 2016年秋期 不合格 2017年春期 不合格 2017年秋期

一次新規試験 一次再試験① 一次再試験② 二次試験 二次再試験① 二次再試験②

現行JIS

改正JIS
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・再認証試験 ＨＰお知らせ2014年6月24日（２頁目 上表）

資格を取得している者が資格を継続させるために受ける試験であり、資格
発効日から10年後の有効期限の約半年前に受験する機会が（１回）与え
られる。

＜再認証試験の受験申請受付は、資格証明書有効期限の約１年前を予定＞
例 2017年9月30日有効期限の資格者は2016年10月受験申請受付

・再認証再試験 NEW

再認証試験に不合格となった者が約6か月の間に再認証再試験を受験する
機会が（2回）与えられる。

例 2017年2～3月 再認証試験 ：現行二次試験実施地区
2017年5～6月 再認証再試験（１回目） ：東京・大阪地区
2017年7～9月 再認証再試験（２回目） ：東京・大阪地区

※全ての試験種類の日程は、JSNDIで指定した試験日となります。
但し、天災等により受験できなかった場合に限り個別対応の予定。
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・再認証試験 2013年秋季講演大会 ⇒ NEW

２０１３年秋季講演大会での質問

質問：再認証試験に合格しなかった場合の資格の有効性につ
いて、現在発行されている有効期間までは、有効となる
のか。

回答：規格の解釈も含めて現在検討中である。

再認証試験に不合格となっても資格の有効期間までは有効
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５．JIS Z 2305:2013による試験実施地区（予定） 2013年秋季講演大会

・新規試験、新規再試験（一次試験）現行制度に同じ

・新規試験、新規再試験（二次試験）現行制度に同じ

受験地 札幌 仙台 千葉 東京 神奈川 新潟 名古屋 大阪 広島 高松 福岡 長崎 

ｺｰﾄﾞ 01 04 12 13 14 15 23 27 34 37 40 42 

春期 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ 
秋期 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × 

 

＜①：ﾚﾍﾞﾙ 1 ②：ﾚﾍﾞﾙ 2 ③：ﾚﾍﾞﾙ 3＞ 
受験地 

ｺｰﾄﾞ 

NDT 方法 

東京 

13 

大阪 

27 

福岡 

40 

千歳 

49 

名古屋 

23 

広島 

34 

ＲＴ ① ② ②    

ＵＴ ① ② ② ② 

ＵＭ ①     

ＭＴ ① ②   

ＭＹ ① ②   

ＭＥ ①   

ＰＴ ① ②   

ＰＤ ① ②   

ＥＴ ① ② 
② 

春期のみ実施 

   

ＳＴ ① ②     

レベル３ 

全ＮＤＴ方法 
③ 

    

 

ＨＰお知らせ2014年9月24日
※MC1、PW1新規試験は2015年春期

にて終了
資格保有者については、当面、更新・
再認証試験を継続
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・再認証試験 NEW

＜レベル１、レベル２（実技試験）＞
＜①：ﾚﾍﾞﾙ 1 ②：ﾚﾍﾞﾙ 2 ③：ﾚﾍﾞﾙ 3＞ 

受験地 

ｺｰﾄﾞ 

NDT 方法 

東京 

13 

大阪 

27 

福岡 

40 

千歳 

49 

名古屋 

23 

広島 

34 

ＲＴ ① ② ②    

ＵＴ ① ② ② ② 

ＵＭ ①     

ＭＴ ① ②   

ＭＹ ① ②   

ＭＥ ①   

ＭＣ ①   

ＰＴ ① ②   

ＰＤ ① ②   

ＰＷ ①   

ＥＴ ① ② ②    

ＳＴ ① ②     

レベル３ 

全ＮＤＴ方法 
③ 

    

 

※新規二次試験会場と同地区実施
（ただし､福岡地区のET2は春秋実施）

＜レベル３（筆記試験）＞
新規一次試験会場と同地区実施

・再認証再試験 NEW
全レベル（レベル１、レベル２、レベル３）、東京・大阪地区のみ実施
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６．JIS Z 2305:2013による訓練 NEW

・JIS Z 2305:2001
推奨カリキュラムによる訓練
レベル3は自己学習等が必要

・JIS Z 2305:2013
訓練シラバスに則った訓練が必要
レベル3も訓練シラバスに則った訓練が必要
訓練時間の変更

ET2（40時間⇒48時間）
UM1（16時間⇒20時間）

レベル3（NDT毎に新たに訓練時間を設定）
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・JIS Z 2305:2013 最小限の訓練時間 NEW

※１日における最大訓練時間は、８時間までとします。
①各 NDT 方法における最小限の訓練時間 

NDT 方法 レベル 1 

レベル 2 

レベル 3 レベル 1 

資格保持者 

レベル 1 

資格非保持者 

ＲＴ 40 時間 80 時間 120 時間 40 時間 

ＵＴ 40 時間 80 時間 120 時間 40 時間 

ＭＴ 16 時間 24 時間 40 時間 32 時間 

ＰＴ 16 時間 24 時間 40 時間 24 時間 

ＥＴ 40 時間 48 時間 88 時間 48 時間 

ＳＴ 16 時間 24 時間 40 時間 20 時間 

注：1)表①におけるレベル１資格保持者に下表②の限定レベル１資格保持者は該当しません。 

2）RT の訓練時間には放射線安全は含みません。 

 

②各限定 NDT 方法における最小限の訓練時間 

限定 NDT 方法 限定レベル 1 

限定レベル 2 

限定レベル１ 

資格保持者 

限定レベル１ 

資格非保持者 

ＵＭ 20 時間 - - 

ＭＹ 8 時間 16 時間 24 時間 

ＭＥ 8 時間 - - 

ＰＤ 8 時間 16 時間 24 時間 

注：1)表②における限定レベル１資格保持者に上表①レベル１資格保持者は該当しません。 

※レベル3の訓練時間にはレベ
ル3基礎（ＮＤＴ共通）の訓練時
間を含む

※JIS Z 2305:2013で認めら
れる訓練時間の削減設定なし
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訓練シラバス（見本例）

The Japanese Society for Non-Destructive Inspection

Activities : Academic / Training / Standardization / Personnel Certification / Publishing
16

・訓練の証明書
訓練の証明には、訓練シラバスに則った「訓練実施記録」と最小限の
訓練時間を満たした「訓練実施記録集計表」の提出が必要となります。

「訓練実施記録」
実施記録（証明書）を、訓練を実施した団体（又は、個人）から発行してもらう。
実施記録（証明書）は、訓練実施記録の訓練内容が適切な訓練であることを
証明する訓練証明者が必要となります。訓練証明者は、訓練を行うNDT方法
のレベル2以上の資格保持者（レベル3の訓練の場合、訓練を行うNDT方法
のレベル3資格保持者）であること。訓練証明者は、資格保持者として、証明
しなければなりません。

「訓練実施記録集計表」
訓練実施記録の内容を取り纏めて作成し、雇用責任者の証明を受ける。

※訓練シラバス、訓練実施記録、訓練実施記録集計表については、
2月下旬～3月上旬にHPにて公表予定。
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７．JIS Z 2305:2013による訓練 経過措置 NEW

＜最小限の訓練時間の適用時期＞
・２０１５年秋期試験～

＜訓練シラバスの適用時期（全NDT方法・レベル）＞
・２０１７年春期試験～

・訓練内容及び訓練内容ごとの最小限訓練時間は、「訓練シラバス」に規定し
ています。

・「訓練シラバス」は、次の２つで構成されます。
＜講義＞
訓練内容ごとに必要な講義の訓練時間が規定されており、それを全て満足
する必要があります。
＜実習＞
訓練内容ごとに必要な実習の訓練時間が規定されており、それを全て満足
する必要があります。
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レベル３の訓練について
「訓練シラバス」が適用されるまでの２０１６年秋期試験までは、レベル ３
における次の証明書等による受験を認めます。

ただし、「(a)訓練の証明（訓練実施記録）」をもって受験資格とする場合、
JIS Z 2305:2013の最小限の訓練時間が適用されますので訓練時間
不足のないようにしてください。

(a)訓練の証明（訓練実施記録）
(b)その他、個人的にNDTの学習を行うこと（個人学習証明書）
(c)研究発表・論文発表
(d)書籍の執筆・解説等執筆
(e)講演会及びセミナーへの参加
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適用時期

2015年 2016年 2017年

2015年秋期 2016年春期 2016年秋期 2017年春期 2017年秋期

最小限の訓練時間 ★ ★ ★ ★ ★

訓練シラバス ★ ★

レベル3の訓練（現行） ★ ★ ★

訓練実施記録集計表 ★ ★ ★ ★ ★
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＜訓練実施記録の様式変更時期＞
・２０１６年７月までに受けた訓練は、旧様式の訓練実施記録、又は、新様式
の訓練実施記録のどちらで作成しても構いません。

・２０１６年８月以降に受けた訓練は、新様式の訓練実施記録で作成してくだ
さい。旧様式で作成された訓練実施記録は受付できません。

＜旧様式で作成された訓練実施記録と訓練シラバスの適用＞
・旧様式で作成された訓練実施記録は、訓練を受けた日から５年間使用する
ことが出来ます（例：２０１６年７月に受けた訓練は、２０２１年春期試験まで
使用可能）。

・「訓練シラバス」の適用が２０１７年春期試験からとなっておりますので、旧
様式の訓練実施記録を用いる場合、その訓練内容が「訓練シラバス」のど
の項目に該当するか仕分ける必要があります。
そのため、なるべく早い段階で新様式の訓練実施記録に切替えていくこと
をお薦めします。
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訓練実施記録様式 2016年7月までの訓練 2016年8月以降の訓練

現行様式 ★ －

新様式 ★ ★
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レベル３基礎 訓練実施記録
NDT方法・レベル レベル３基礎 ＊訓練内容別必要訓練時間を満足するとともにNDT方法・レベルごとの最小限の訓

練時間（訓練実施記録集計表参照）を満足する必要があります。
＊訓練機関、又は、個別訓練者に訓練実施記録を発行してもらってください。
＊最終的に訓練実施記録を訓練実施記録集計表にまとめて提出します。

訓練を受けた者の氏名 非破壊 太郎 ←訓練機関、又は、個別訓練者が印字してください

訓練を受けた者の
署名・押印

非破壊 太郎 ○ ←提出は、署名・押印した本書のコピーで構いません。
原本は保管してください。提出物の返却はできません

訓練内容 訓練内容題目

訓練内容別
必要訓練時間

訓練実施時間 訓練実施日
（西暦年月日）
開始～終了

訓練実施場所
訓練者

講義 実習 講義 実習 氏名 勤務先・所属

非破壊試験技術者の認証システム
非破壊試験の認証システム

1.0 1.0 2016/1/14 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎
（株）超音波訓練センター 訓練部
長JIS Z 2305による認証システム

材料科学及び製品の製造技術

炭素鋼の平衡状態図

3.0 3.0 2016/1/14 （株）超音波訓練センター 材料 花子
日本鉄骨材料製造（株）品質保証
課 主任

金属の塑性変形

熱処理

鉄鋼製品の製造技術、製造工程中及び
供用中に発生するきず

非鉄金属材料

溶接と溶接欠陥

強度と破壊

各種の非破壊試験方法
各種非破壊試験方法概論（レベル2の知
識）

4.0 4.0 2016/1/14 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎
（株）超音波訓練センター 訓練部
長

合計 8.0 0.0 8.0 0.0 時間

＜訓練機関＞個別訓練の場合、記入不要 ＜訓練証明者＞資格証明書保持者の責任において、本書の訓練が適切な訓練であることを証明します。

訓練機関名称 （株）超音波訓練センター 訓練証明者勤務先名称 （株）超音波訓練センター

所在地 東京都江戸川区瑞江***** 所在地 東京都江戸川区瑞江*****

所属部課名・役職 訓練部長 所属部課名・役職 訓練部長

連絡先 ＴＥＬ 03-999-9999 連絡先 ＴＥＬ 03-999-9999

訓練責任者名 訓練 次郎 訓練証明者名・押印 訓練 次郎 ○
証明日
（西暦年月日）

2016/1/14

保持資格 ＵＴ３ 認証番号 Ｎ12345678

訓練実施記録（見本例） レベル3基礎（NDT共通）
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超音波探傷試験 レベル３ 訓練実施記録
NDT方法・レベル ＵＴレベル３ ＊訓練内容別必要訓練時間を満足するとともにNDT方法・レベルごとの最小限の訓練時間（訓

練実施記録集計表参照）を満足する必要があります。
＊訓練機関、又は、個別訓練者に訓練実施記録を発行してもらってください。
＊最終的に訓練実施記録を訓練実施記録集計表にまとめて提出します。

訓練を受けた者の氏名 非破壊 太郎 ←訓練機関、又は、個別訓練者が印字してください

訓練を受けた者の
署名・押印

非破壊 太郎 ○ ←提出は、署名・押印した本書のコピーで構いません。
原本は保管してください。提出物の返却はできません

訓練内容 訓練内容題目

訓練内容別
必要訓練時間

訓練実施時間 訓練実施日
（西暦年月日）
開始～終了

訓練実施場所
訓練者

講義 実習 講義 実習 氏名 勤務先・所属

序論
NDTの目的、用語、歴史

2.0 2.0 2016/1/15 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長
超音波探傷試験に関する規格

超音波の伝搬と音場，
きずによる超音波の反射

超音波に関する基礎

6.0 6.0 2016/1/15 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長

波の種類

反射，通過と屈折

超音波ビームの特性

きずによる超音波の反射

製品知識と探傷技術

超音波探傷方法

3.0 4.0 2016/1/16 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長
製造プロセス及び供用中に発生する
様々なきず

対象となる適用品

装置

各種探触子とケーブル

4.0 4.0 2016/1/16 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長
探傷器

接触媒質

標準試験片及び対比試験片

探傷準備

仕様書，NDT手順及びNDT指示書

6.0 8.0 2.0 2016/1/17-18 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長
検査対象と技術パラメータの選択

測定すべき項目

適用される検査規格

検査
技術文章の管理

3.0 4.0 2016/1/19 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長
標準試験片と対比試験片

評価及び報告

補足的NDT手法の使用

4.0 4.0 2.0 2016/1/17-18 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長

適切な標準と規格の解釈

評価

合否基準

有意な差異のレベル

保守検査の評価

データの保存と記録の手順

検査の品質

技術者の資格

2.0 2.0 2016/1/19 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長

機器の検証

文書のトレーサビリティ

適用可能なNDT方法と製品規格のレビュー

他のNDT資格及び認証システム

技術開発及び情報入手
工業的、科学的な超音波の応用に関する最新の開発

2.0 2.0 2016/1/19 （株）超音波訓練センター 訓練 次郎 （株）超音波訓練センター 訓練部長

情報入手方法

合計 32.0 0.0 36.0 4.0 時間

＜訓練機関＞個別訓練の場合、記入不要 ＜訓練証明者＞資格証明書保持者の責任において、本書の訓練が適切な訓練であることを証明します。

訓練機関名称 （株）超音波訓練センター 訓練証明者勤務先名称 （株）超音波訓練センター

所在地 東京都江戸川区瑞江***** 所在地 東京都江戸川区瑞江*****

所属部課名・役職 訓練部長 所属部課名・役職 訓練部長

連絡先 ＴＥＬ 03-999-9999 連絡先 ＴＥＬ 03-999-9999

訓練責任者名 訓練 次郎 訓練証明者名・押印 訓練 次郎 ○
証明日
（西暦年月日）

2016/1/14

保持資格 ＵＴ３ 認証番号 Ｎ12345678

訓練実施記録（見本例） 超音波探傷試験レベル3
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超音波探傷試験 レベル３ 訓練実施記録

NDT方法・レベル ＵＴレベル３

訓練実施記録を本書に纏めてください。
訓練を受けた者の署名・押印欄、及び、雇用責任者証明欄への記名・押印が必要
です。
提出は、本書のコピーを提出してください。

訓練を受けた者の氏名 非破壊 太郎

訓練を受けた者の署名・押印 非破壊 太郎 ○

訓練内容 訓練内容題目

訓練内容別
必要訓練時間

訓練実施時間

講義 実習 講義 実習

序論
NDTの目的、用語、歴史

2.0 2.0 
超音波探傷試験に関する規格

超音波の伝搬と音場，
きずによる超音波の反射

超音波に関する基礎

6.0 4.0 

波の種類

反射，通過と屈折

超音波ビームの特性

きずによる超音波の反射

製品知識と探傷技術

超音波探傷方法

3.0 2.0 
製造プロセス及び供用中に発生する
様々なきず

対象となる適用品

装置

各種探触子とケーブル

4.0 4.0 
探傷器

接触媒質

標準試験片及び対比試験片

探傷準備

仕様書，NDT手順及びNDT指示書

6.0 4.0 
検査対象と技術パラメータの選択

測定すべき項目

適用される検査規格

検査
技術文章の管理

3.0 2.0 
標準試験片と対比試験片

評価及び報告

補足的NDT手法の使用

4.0 4.0 

適切な標準と規格の解釈

評価

合否基準

有意な差異のレベル

保守検査の評価

データの保存と記録の手順

検査の品質

技術者の資格

2.0 2.0 

機器の検証

文書のトレーサビリティ

適用可能なNDT方法と製品規格のレビュー

他のNDT資格及び認証システム

技術開発及び情報入手
工業的、科学的な超音波の応用に関する最新の開発

2.0 2.0 

情報入手方法

合計 A 26.0 B 0.0 

◆2015年秋期試験から2016年秋期試験までは、旧制度の訓練実施記録やレベル3の個人学習証明書等をそのまま使用することができます。旧制度の訓練実施記録やレベル3の個人学習証明書等を用いる場合は、次の欄をご使用ください。

訓練内容 訓練実施時間

旧制度の訓練（訓練の有効は5年間です）＊この記入欄は2016年秋期試験までしか使用できません＊ C 32.0 

≪訓練時間集計欄≫ ＊レベル３の場合、「レベル３基礎」の最小限の訓練時間も別途満足する必要があります

訓練実施記録 添付枚数
訓練時間（訓練の有効は5年間） 開始：2013年7月3日 終了：2016年1月24日

2
訓練の種類 最小限必要な訓練時間 訓練実施時間

最小限必要な講義時間 32.0 A 26.0 

最小限必要な実習時間 0.0 B 0.0 

旧制度の訓練 －－ C 32.0 

枚 ＵＴ３の最小限の訓練時間 32.0 計 58.0 

≪雇用責任者証明欄≫

添付した訓練実施記録及び本集計表に間違いがないことを遵守事項に同意のうえ証明いたします。

雇用責任者名・押印 検査 太郎 ○ 証明日 2016年7月21日

勤務先・所属・役職 株式会社 東京亀戸非破壊検査 品質管理部長

所在地
〒136-0071

東京都江東区亀戸2-25-14 立花アネックスビル6階

電話番号/FAX番号 TEL  03-5609-4014 FAX  03-5609-4014

訓練実施記録集計表（見本例） 超音波探傷試験レベル3
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８．JIS Z 2305:2013による受験申請 NEW

・受験申請資格（新規）
（１）ＮＤＴ・レベル別に要求される最小限の訓練時間を満足していること。

（２）視力の要求（近方視力、色覚）を受験申請時に満足していること。
近方視力：Times New Roman N4.5（又はJaeger number 1でも可）について30㎝以上離れて

単眼又は両眼（視力矯正可）で判読できること。
色 覚：色覚は、申請するNDT方法で使われる色彩又はグレイスケール（灰色の濃淡）

間のコントラストを見分けて識別できること。
＜参考＞色覚検査表等を使用される場合の例としては、石原式色覚検査表があります。

（３）「非破壊試験に関わる者の倫理規定」及び「資格試験実施案内」に記載される事項への同意
をすること。

（４）レベル３受験申請については、申請するＮＤＴ方法のレベル２資格を保有していること。

※レベル２合格のタイミングとレベル３受験時期
例 2017年春期試験でRT2に合格した受験者が最短でRT２資格を所有するのは

2017年10月1日となるため、RT3の受験申請は2018年春期以降となる。
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・受験申請書
JSNDIホームページ“資格試験”のページから受験申請書（新規試験）
［PDF］を含む必要書類をダウンロードし、簡易書留で受験申請してくだ
さい。

※再試験及び再認証については、JSNDIから指定された方法での受験
申請となります。

・試験案内類（実施案内、日程表等）
JSNDIホームページ“資格試験”のページからダウンロード

※案内書を含み2015年秋期試験より受験申請類の冊子印刷の予定は
ありません。
やむを得ずダウンロードできない場合には、頒布を予定しています。
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９．JIS Z 2305:2013による試験（新規試験、再認証試験） NEW

・＜新規試験 レベル1・2＞

一次試験：筆記試験（一般試験・専門試験）70％以上の得点で合格
二次試験：実技試験 各試験体で70％以上の得点で合格

レベル2では、NDT指示書作成においても70％以上の得点が必要
ひずみゲージ試験（ＳＴ）を除く実技試験の各試験体には“報告の義務のある不連
続部”があり、これを検出報告できない場合は、不合格となります。

・＜新規試験 レベル3＞
一次試験：筆記試験（基礎試験）で次の(A) (B) (C)について各々70％以上の得点で合格

二次試験：筆記試験（主要方法試験）次の(D) (E) (F)について各々70％以上の得点で合格

(A)材料科学、製造技術に関する技術的知識
(B)認証システム(JIS Z 2305)に基づいた認証機関の資格及び認証に関するスキーム

の知識
(C)4種類のNDT方法（RT又はUTを含むこと）におけるレベル2の基礎知識

(D)申請したNDT方法に関連するレベル3の知識 （現行規格のC1試験）
(E)関連する分野におけるNDT方法の適用等に関する問題 （現行規格のC2試験）

(F)関連する分野におけるNDT方法の手順書の作成問題 （現行規格のC3試験）
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・＜再認証＞
レベル１・レベル２（実技試験）

各試験体で70％以上の得点で合格
レベル2では、NDT指示書作成においても70％以上の得点が必要

ひずみゲージ試験（ＳＴ）を除く実技試験の各試験体には“報告の義務のある不
連続部”があり、これを検出報告できない場合は、不合格となります。

レベル3（筆記試験）
筆記試験（専門試験）70％以上の得点で合格
※レベル３は受験申請時に資格継続調査票と次のいずれかの実技能力の

確認書類（予定）を提出していただき審査を行います。
（１）実務経歴書*
（２）実技能力を証明するレポート*
（３）申請NDTレベル２資格証明書を保有
（４）申請NDTレベル２資格試験を合格し、2年間有効な新規認証申請書を保有

* （１） （２）の証明者は、レベル3有資格者又は、
当該NDT方法のレベル2有資格者とします。

※レベル３は筆記試験又はクレジットシステムを選択することが可能
JIS Z 2305:2013では、レベル３再認証のクレジットに関する附属書が“参考”から
“規定”へ変更になりましたので、クレジットシステムの必要ポイントは２０ポイント ⇒
７０ポイントへ変更となります（実技能力の確認書類は必要）。
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◆ JIS Z 2305:2013 2013年秋季講演大会

＜新規・再認証試験の試験体数＞
RT:レベル1 （2体［撮影］）

レベル2 （2体［撮影］＋24枚のフィルム解釈）
UT・MT・PT・ET : 3体
ST:レベル1 ：1体 レベル2：2体

（JIS Z 2305:2001ではSM）
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１０．JIS Z 2305:2013による試験の一部免除 NEW

・二次再試験（筆記試験の免除）

二次試験において、不合格（欠席による不合格含む）となった者は、次回（直後）の
試験［二次再試験１回目］及び次々回［二次再試験２回目］の資格試験について、
一次（筆記）試験を免除し、二次再試験として受験申請する機会が与えられます。

・二次新規（一次試験の免除＜レベル３のみ＞）
次の①又は②の何れかの条件に該当する場合、レベル３の一次試験が免除され

ると共に、基礎試験で選択した4NDT以外のNDT方法についても二次新規として
二次試験からの受験申請をすることができます。
①申請するＮＤＴ以外のレベル３資格を保有している。
②受験期において有効な基礎試験の合格番号を保有している。

（基礎試験合格後５年以内）
例：2015年春期基礎試験合格の場合、2020年春期試験まで有効

ただし、受験申請の際には次の要件を満たす必要があります。
(a)申請するＮＤＴ方法のレベル２資格を保有していること。
(b)申請するＮＤＴレベル３に必要な最小限の訓練時間を満足していることを証明

する訓練実施記録と訓練実施記録集計表を提出すること。
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JIS Z 2305:2001の認証制度で基礎試験に合格した方の二次新規の申請につ
いての特例

JIS Z 2305:2001の認証制度で基礎試験に合格し、且つ受験期においての有効
な合格番号を保有している方の受験申請の要件は次とします。

(a)申請するＮＤＴ方法のレベル２資格を保有していること。
(b)申請するＮＤＴレベル３に必要な最小限の訓練時間の実施記録については、

2017年春期試験までは免除します。2017年秋期以降は、訓練実施記録と
訓練実施記録集計表が必要となります。

※現行JIS Z 2305:2001での基礎試験の合格は5年間有効ですが、
改正JIS Z 2305:2013で受験する際は（a）と（b）の要件を満たす必要があります。

※免除希望者は、新規受験申請書の際に特例対象者の必須記入事項を必ず記
入してください。また、基礎試験で合格した4NDT以外のNDT方法についても二
次試験から受験申請することができます。
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二次再試験（レベル３）におけるパート別試験
レベル３の二次（筆記）試験は、「パートＤ、パートＥ」と「パートＦ」の２区分に分
けて試験を実施します。
＜例１＞「Ｄ、Ｅ」を合格しているものは、与えられている新規再試験の機会の間は、

「Ｆ」の再試験のみを受験することになります。
＜例２＞「Ｆ」を合格しているものは、与えられている新規再試験の機会の間は、

「Ｄ、Ｅ」の再試験のみを受験することになります。なお、「Ｄ」のみ、「Ｅ」のみ
の再試験は行いません。）

※二次再試験②で不合格となった場合、次回は新規で「パートＤ、パートＥ」と「パートＦ」を
受験する必要があります。

※「パートＤ」のみ、「パートＥ」のみの再試験は行いません。
※一次（筆記）試験は、レベル１、２、３においてパート別の再試験は行いません。

二次試験 
＜例１＞「Ｄ、Ｅ」と「Ｆ」受験  ＜例２＞「Ｄ、Ｅ」と「Ｆ」受験 

Ｄ、Ｅ合格 Ｆ不合格  Ｄ、Ｅ不合格 Ｆ合格 

 ↓  ↓ 

二次再試験① 
「Ｄ、Ｅ」免除 「Ｆ」受験  「Ｄ、Ｅ」受験 「Ｆ」免除 

Ｆ不合格  Ｄ、Ｅ不合格 

 ↓  ↓ 

二次再試験② 
「Ｄ、Ｅ」免除 「Ｆ」受験  「Ｄ、Ｅ」受験 「Ｆ」免除 

Ｆ合格  Ｄ、Ｅ合格 
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１１．JIS Z 2305:2013による認証登録（新規）NEW

・新規認証申請の有効期間：２年（現行は3年）

・必要な経験期間

ＵＭ １か月 → ２か月

レベル 1 及びレベル 2 の最小限の経験期間 

NDT 方法 レベル 1 
レベル 2 

レベル 1 資格保持者 レベル 1資格非保持者

RT、UT、ET 3 か月 9 か月 12 か月 

MT、PT、ST 1 か月 3 か月 4 か月 

 

レベル 3 の最小限の経験期間 

NDT 方法 
レベル 3 

2 年以上の工学又は科学の履修あり 2 年以上の工学又は科学の履修なし 

RT、UT、ET 18 か月 36 か月 

MT、PT、ST 12 か月 24 か月 

 

限定 NDT 方法のレベル 1及びレベル 2 の最小限の経験期間 

限定 NDT 方法 レベル 1 
レベル 2 

レベル 1 資格保持者 レベル 1資格非保持者

UM 2 か月 － － 

MY、PD 1 か月 2 か月 3 か月 

ME 1 か月 － － 
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１２．JIS Z 2305:2013による認証登録（更新・再認証）

・更 新：資格認証から５年目

資格試験：なし

資格継続調査：あり

・再認証：資格認証から１０年目

資格試験：あり

資格継続調査：あり

◆資格認証案内類（実施案内等）
JSNDIホームページ“資格試験”のページからダウンロード

※認証関係案内類の冊子印刷の予定は ありません。
やむを得ずダウンロードできない場合には、頒布を予定しています。
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レベル１、レベル２再認証試験が実技となることにより、東京地区
と大阪地区に並行実施できる試験センターを設置

◆東京地区
瑞江センター：RT、PT、ET

LT（NDIS 0605）
亀戸センター：UT、MT、ST

TT（NDIS 0604）

◆大阪地区
検討中

35

１３．試験センターの設置 NEW
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１４．JIS Z 2305:2013の料金 ＨＰお知らせ2013年12月4日

◆ JIS Z 2305:2013受験料等費用（別途消費税）

・受験料： ¥ 17,000 

・認証申請料： ¥ 13,000

・更新料： ¥ 7,000

※再認証試験は、2016年秋期試験までは、現行制
度での再認証試験となり、受験料は従来どおりの
¥ 12,757  ただし、認証申請料は¥ 13,000です。
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１５．個人データの住所変更 NEW

個人データ（送付先等）に変更が生じた場合は速やかに変更してください。＜重要＞

受験者および有資格者に送付される次の各種書類は、受験申請や資格証明書を
登録される際に指定された住所へ送付されます。

・新規再試験受験申請案内
・再認証受験申請案内
・新規認証申請案内
・継続調査案内
等

送付先の変更が生じた場合は、当協会のホームページより「個人データ変更届け」
を使用して所定の手続きを行ってください。

手続きの申請が遅くなると、変更が間に合わない場合があります。
書類が届かないことにより不利益を被った場合の対応は出来ませんので、早めの
変更を行うようにお願いします。
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ご清聴ありがとうございました。

・再認証に関する説明の中で例示した日程につきまし
ては、最終調整中のため前後する可能性もあります
ので予定としてお考えください。

・最新の情報は、当協会ＨＰへ随時掲載してゆきます。


